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Ⅰ 指導監査の実施方針等 

１ 実施方針 

社会福祉法人の適正かつ円滑な運営を確保するために、「市川市社会福祉

法人指導監査実施要綱」並びに社会福祉法等関係法令及び厚生労働省通知等

に基づき、効果的な指導監査の実施を図る。 

 

２ 重点指導事項 

（１）法人運営 

① 定款を遵守した法人運営が行われているか。 

② 評議員及び役員の改選手続きが適正に行われているか。 

③ 評議員会の日時・場所・議題・議案の概要が理事会の決議により定めら

れ、招集通知により適正に各評議員に周知されているか。 

④ 理事会の招集が適正に行われているか（招集通知の省略を含む）。 

⑤ 評議員会及び理事会の決議が適正に行われているか、また決議の内容が

議事録に明確に記載されているか。 

⑥ 理事長及び業務執行理事が、必要な回数以上、自己の職務の執行の状況

を理事会に報告しているか。 

⑦ 役員等の報酬等の額及び報酬等の支給の基準が適正に定められ、報酬等

が適正に支給されているか。 
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⑧ 契約が適正に行われているか。 

（２）会計管理 

① 社会福祉法人会計基準及びその関係通知に則り計算関係書類が作成され

ているか。また、注記と附属明細書は、それぞれ計算書類と整合が図ら

れているか。 

② 経理規程に則った適切な会計処理が行われているか。 

③ 寄附金の会計処理が適切に行われているか。 

④ 資産の計上が適正に行われているか。 

⑤ 賞与等の引当金が適正に計上されているか。 

⑥ 財産目録の作成が適正に行われているか。 

 

３ 実施時期（一般監査の周期） 

（１）法人運営等に特に大きな問題が認められない法人に対しては、一般監査の

実施周期を３箇年に１回とする。 

（２）（１）に加えて、会計監査人の監査や公認会計士等の専門家の活用を図っ

た場合において、その結果等に基づき法人の財務状況の透明性・適正性が確

保されていると判断されるときなど、その内容に応じて一般監査の周期を

５箇年に１回又は４箇年に１回まで延長することができる。 

（３）（１）に加えて、苦情解決への取組が適正に行われ、①福祉サービス第三
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者評価事業の受審・公表又は ISO9001 認証取得施設、②地域社会に開かれた

事業運営、③先駆的な社会貢献活動の取組のいずれかの内容に該当する場

合にあって、良質かつ適切な福祉サービスを提供するよう努めていると所

轄庁が判断するときは、４箇年に１回まで延長することができる。 

（４）新たに設立された法人に対する一般監査については、設立年度又は次年度

において、当該法人の設立後速やかに実施する。 

（５）法人の運営等に関する問題が発生した場合や、毎年度法人から提出される

報告書類の内容から当該法人の運営状況に問題があると認められる場合に

ついては、実施計画にかかわらず、必要に応じて指導監査を実施する等適切

に対応する。 

 

Ⅱ 指導監査の実施方法 

１ 実施体制 

指導監査に当たっては、地域共生課を中心とし、施設又は事業を所掌する

所管課や関係機関との連携協力体制により行う。 

 

２ 一般監査 

この計画に基づき実地にて行う。 
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（１）通知 

原則として、一般監査実施の２ヶ月前までに、法人に対し監査日時等必

要な事項を通知する。 

（２）事前提出資料 

原則として、一般監査実施の１ヶ月前までに、市川市法人指導監査調書

及び決算書類等必要書類の提出を求める。 

（３）指導監査の方法 

法人の理事長等の立会いを得て、聞き取り、帳簿及び書類その他の物件

の検査を実地にて行う。 

 

３ 特別監査 

法人において、正当な理由がなく一般監査を拒否した場合、一般監査にお

いて改善されない事項を改善するよう重ねて指摘した事項が改善されない場

合及び重大な問題があると市長が認める場合には、随時実地において特別監

査を行う。 

 

４ 書類審査 

法人運営等に特に大きな問題が認められない法人に対しては、一般監査の実

施周期を３箇年に１回としているが、大きな問題の有無を確認するために、一



- 5 - 

般監査を実施しない法人に対しては、書類審査を実施する。 

 

５ 所管課との連携 

施設等の所管課に対し、監査日時及び監査結果を通知する。また問題事案

を有する法人に対し指導監査を実施する場合、必要に応じて所管課と連携し

て監査を行う。 

 

６ 千葉県との連携 

施設等の監査を行う千葉県に対し、市の監査日時及び監査結果を通知するな

ど、十分に連携を図りながら、可能な限り合同で監査を行う。その他特に必要

があると認める場合についても合同で監査を行う。 

 

Ⅲ 監査後の指導 

１ 一般監査の指摘 

指摘方法の区分とその基準は以下の通りとする。 

（１）文書指摘 

法令又は通知の違反が認められる事項について、原則として、改善のた

めの必要な措置をとるべき旨を文書指摘として書面により指導する。な

お、この措置の改善状況については、期限を付して法人から報告させる。 
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（２）口頭指摘 

違反の程度が軽微である場合、違反について文書指摘による指導を行わ

ずとも改善が見込まれる場合は、口頭指摘により指導する。 

（３）助言 

法令又は通知の違反が認められない場合において、法人運営に資するも

のと考えられる事項については、助言を行うことができる。 

※上記（２）・（３）の場合においても、口頭指摘の内容・助言の内容を法

人と指導に関する内容を共有できるよう書面にて交付するものとする。 

 

２ 継続的な指導 

一般監査の結果、法人から提出された改善結果に関する報告書において

も改善が認められないと判断される法人に対しては、改善されるまで継続

して指導を実施し、自主的な改善を求める他、実地で調査を行うことがで

きる。 
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Ⅳ 令和５年度 指導監査実施計画表 

 法人名 
認
可
所
轄
庁 

施設等 最終 

実施(*)  

 

実施 

予定 
摘要 

子 高

 

障 

1 (福)むつみ会 

 

 

子 ○ ○  R04(6)  

 

 

2 (福)ちどりの国 子 ○   R02(6)   

3 (福)ふじみ会 子 ○   R04(12)   

4 (福)和孝福祉会 子 ○   R04(6)  

 

 

 

5 (福)七和福祉会 子 ○ ○  R04(10)   

6 (福)若恵福祉会 子 ○   R02(11)   

7 (福)いずみ福祉会 子 ○   R02(4)   

8 (福)杉の木会 子 ○   R04(2)   

9 (福)柏井福祉会 子 ○   R03(2)   

10 (福)あけぼの福祉会 子 ○   R04(2)   

11 (福)花の子福祉会 子 ○   R01(0) 〇  

12 (福)福治会 子 ○   R01(2) 〇  

13 (福)きぼうの樹 子 ○   R04(3)   

14 (福)たいようのこ福祉会 子 ○   R03(2)  

 

 

15 (福)いちかわ 子    R02(10) 

 

      

16 (福)市川会 地  ○  R01(0) 〇  

17 (福)市川朝日会 地  ○  R01(1) 〇        

18 (福)青風会 地  ○  R04(7)         

19 (福)三愛 地  ○  R03(5)   

20 (福)幸志会 地  ○  R02(12) 〇  

21 (福)春濤会 障 ○  ○ R01(2) 〇 

 

 

 

 

22 (福)一路会 障   ○ R02(7)  

 

 

23 (福)いちばん星 障   ○ R04(1)   

24 (福)市川レンコンの会 障   ○ R01(5) 〇  

25 (福)市川市社会福祉協議会 地 

 

   R04(4)   

備考 

① 認可所轄庁 凡例：子－こども施設計画課・障－障がい者支援課・地－地域共生課 

② 施設等 凡例：子－保育所等・高－高齢者向け施設・障－障がい者向け施設 

③ 最終実施欄の()の数字は、最終実施年度における文書指摘の件数を示す。 

④  最終実施年度が令和元年度である６法人及び最終実施年度が令和２年度である６法人

のうち文書指摘の件数が最も多かった法人の合計７法人に対して実施する。 
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